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研究成果の概要（和文）：本研究は、管理会計を構成する「計算の方程式」に着目し、文献研究およびケース研
究を通じて、資源動員プロセスにおける管理会計の役割を捉えた。また、管理会計が資源動員を可能とさせるた
めの施策も提示した。
本研究の主たる成果は、管理会計手法の「計算の方程式」の正当性は、その資源動員力を捉える際に有用である
こと、「影響の幅」を拡げるように設計された「計算の方程式」は、資源動員を促すことを明らかにしたことで
ある。

研究成果の概要（英文）：This study focused on the ‘equation of calculation’ which is a structural 
element of management accounting, and grasped the role of management accounting in the resource 
mobilization process through the literature and case study. It also gave a policy for enabling 
management accounting to mobilize resources.
The main result is finding that the justification of the ‘equation of calculation’ of management 
accounting is a useful concept in grasping its power of mobilizing resources and the ‘equation of 
calculation’ designed as expanding the ‘span of influence’ promotes resource mobilization.

研究分野： 会計学

キーワード： イノベーション　マテリアルフローコスト会計　資源動員プロセス
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１．研究開始当初の背景 
管理会計研究の文脈では、Simons(1995)

がインタラクティブコントロールシステム
の概念を提示して以来、管理会計を中心とす
るマネジメントコントロールシステムが、実
際にはイノベーションを補助している、さら
には促進しているということをサポートす
る研究が蓄積されてきているが、イノベーシ
ョンにおける管理会計の役割について、「管
理会計はイノベーションの場を創る」という
抽象的な理解しか提供できていない。 
抽象的な理解に留まってしまう問題は、

Simons のインタラクティブコントロールシ
ステムの概念が、情報の利用方法のみに焦点
を当てており、各管理会計手法には焦点を当
てていない点に関係している。すなわち、管
理会計が作り出した情報と、経営資源などの
実体との関係性には焦点が当てられていな
いのである。イノベーションのプロセスは
「資源動員のプロセス」であることに鑑みる
と、イノベーションにおける管理会計の役割
についての理解を深めるためには、この情報
と実体の関係性に焦点を当てる必要がある。 

 
 

２．研究の目的 
本研究の目的は、実際に経営資源が動員さ

れる時点において管理会計がいかにして役
立っているか、すなわち「資源動員プロセス
における管理会計の役割」を明らかにするこ
とである。 
 
 
３．研究の方法 
管理会計を構成する「計算の方程式」に着

目し、文献研究およびケース研究を行った。
当該研究は、（１）マテリアルフローコスト
会計を対象にした「計算の方程式」に着目し
た研究、（２）Simons の理論面での貢献に着
目した研究、（３）管理会計手法が資源動員
力を発揮するための条件に関する研究の３
つのプログラムから構成される。 
 
 
４．研究成果 
（１）マテリアルフローコスト会計を対象に
した「計算の方程式」に着目した研究 
マテリアルフローコスト会計（MFCA）の「資

源生産性の方程式」の正当性に焦点を当て、
イノベーションを駆動するにあたっての
MFCA の強みとして、環境負荷の削減に関する
規範的性質、改善効果の物質的可視性、貨幣
情報を介在しないコミュニケーションの可
能性、経済的効果の確実性を抽出した。これ
らの発見事項は、会計計算手法によって正当
性のレベルは異なり、結果、資源動員の正当
化の実現可能性は異なる、さらに動員されや
すい資源も異なるということを示唆する。本
研究では、イノベーションを駆動する会計計
算の役割についての理解を深めるための一

つの手段として、会計計算が有する「計算の
方程式」の正当性に着目する有用性を、MFCA
を事例とした探索的な考察を通じて示した
が、会計計算の実践は、それを取り巻く要素
との関係性の中でなされることに鑑みれば、
会計計算が正当化にあたって担う具体的な
役割や正当化への寄与の形態は個々の事例
によって異なるはずである。したがって、イ
ノベーションを駆動する会計計算の役割に
ついての理解を深めるためには、会計計算が
有する「計算の方程式」の正当性に着目した
上で、会計計算を取り巻く要素との関係性の
中でなされる資源動員の正当化プロセスを
捉える事例が重要となるが、これは今後の課
題である。 
また、MFCA がイノベーションを促進するた

めの方策として、エンジニアが MFCA のデー
タを活用した新技術の提案を行うことがで
きるような組織体制・システムを構築するこ
と、過品質をキーワードにし、サプライヤー
とコミュニケーションを行うこと、サプライ
ヤーから信頼を得る手段として「共有されて
いる期待」を表すロードマップを作成し、そ
れにトップマネジメントが正当性を付与す
ること、資源生産性に関する目標を設定し、
それを業績評価指標に組み込むこと等を提
示した。 MFCA がイノベーションを推進する
力を有していることは先行研究からも明ら
かであったが、MFCA のイノベーション推進力
について体系的に理解する段階には至って
おらず、「資源動員の正当化プロセス」の視
点から体系的な知見を導出した本研究は、こ
の点で新規性がある。 
 
（２）Simons の理論面での貢献に着目した研
究 
Simons の一連の研究のレビューを通じて、

イノベーションと関連がある概念として、イ
ンタラクティブコントロールシステム、診断
型コントロールシステム、インタラクティブ
ネットワーク、創造的緊張の 4つの概念を抽
出し、「イノベーションを促進するための管
理会計情報の設計」に焦点を当てた分析フレ
ームワークを構築した（表１）。さらに、こ
れを用いて既存のイノベーションと管理会
計研究を考察した結果、戦略面の不確実性の
コンテクスト依存的な性質を踏まえた上で
戦略面の不確実性と管理会計情報の関係性
を捉える研究や、影響の幅を広げるという観
点から、イノベーション促進の局面での管理
会計情報の構築的役割を捉えた経験的研究
などがイノベーションを促進する管理会計
の役割の理解を進めるために必要であるこ
とを明らかにした。本研究の貢献は、提示し
た分析フレームワークが、イノベーションを
促進する管理会計の役割についての理解を
促し、その発展に貢献できるかに依存する。
本研究の成果が、今後のイノベーションと管
理会計に関する研究に影響すれば、管理会計
とイノベーションの関係性についての理解



は促進されるであろう。 
 
 表１．分析フレームワーク 

 
（３）管理会計手法が資源動員力を発揮する
ための条件に関する研究 
管理会計手法が導入される局面に着目し

た研究を行った。採用者である製造現場の抵
抗に着目した考察を行い、既存手法との適合
性を高めることが、抵抗の問題に対処する適
切なアプローチであること、そのアプローチ
の一手段として管理会計手法の位置付けを
変えることが挙げられること、さらに、その
プロセスにコンサルタントなど提供者側の
アクターを巻き込むことが有効であること
などを明らかにした。当該研究は、管理会計
イノベーションの普及研究としても位置付
けられるものであり、普及問題の解決方法の
一つとして、管理会計手法の位置付けを変え
る方法を提示し、その重要性を強調した初め
ての研究である。 
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